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2019～2020  会長 平林 辰夫  幹事 小松 賢三 

◼ 会長挨拶 平林辰夫君 

先週の土曜日 31日にはサッカー観戦例会が行われました。参加した会員、家族の皆

様と共に楽しいひと時を過ごすことができました。加藤委員長、小松幹事有意義な例

会の企画運営ありがとうございました。結果ですが松本山雅は大分トリニータと 0 対 0

の引き分けという結果に終わりました。松本山雅の今後の活躍に期待したいと思いま

す。今年の白露は 9月 8日になります。この頃になりますと行く風にもどことなく秋の気

配が漂ってまいります。白露とは 24 節季のひとつで、草の葉に白い露が結ぶという意

味です。夜の間に大気が冷え込み草花に朝露が宿ることから名づけられたそうです。

野には薄の穂が顔を出し、太陽が離れていくため空が高くなるなど本格的な秋の到来

を感じられる頃です。日中はまだ暑さが残りますが、朝夕の涼しさの中に肌寒さも感じ

始めます。さて、孟子の教えの中に「窮すれば即ち一人その身の中を善くし」「達すれ

ば即ち兼ねて天下を善くす」があります。これは窮地に身をおかないと善など行えるものではない。自分自身を捨てて無の

境地になってこそ真の針路が定まり、世の中をよくすることができるということだそうです。「自らを捨てる」これは決して容易

なことではありません。私利私欲が人間本来の姿でありますが、これを捨てて初めて裸の人間になれる。裸の人間の魂が

人のために生かされていくと説いています。しかし現実はなかなかむつかしいものがあります。そこで現代に重要視される

「情」・「知」・「意」の三つを顧みますと、「情」は何か心の底から溢れ出てくるもの。人に対する思いやり。「知」は単なる知識

ではなく、物事を自分なりに深く理解すること。そこから判断が生まれてくるのです。そして、「意」を心とすると、その「心」は

どこにあるのか。その心、すなわち真意を追求していくことが必要となります。これらすべての土台は自分であり、自分の勇

気すなわち胆力がなければなりません。腹に力を入れて「よしやるぞ」という気構えを持って、職業奉仕にあたる必要があり

ます。昨今の日本を見ておりますと、ポピュリズムが流行しているように思えてなりません。日本だけでなく、世界でもそのよ

うな傾向が見られます。特に韓国の某指導者は、岩盤支持層に向けてのポピュリズムに凝り固まっているように見えるのは、

私だけでしょうか？我々は、心してこうした夢の中で悪い夢を見ることなく、しっかりと目覚めていかなければならないと考え

ます。いよいよ秋の好季節に向かい、自分の足元を見つめ、しっかり精進をしていきたいものです。 

◼ 理事会報告・幹事報告 小松賢三君 

○ 本日の例会は第 2600地区職業奉仕委員会委員田中信彦会員の卓話となります。 

○ 例会終了後理事会がありますので理事役員の方は出席願います。 

○ 9月のロータリーレートは 1 ドル=106円です。 

○ 8月 31日のスポーツ例会に会員・家族 22名の参加をいただきました。ありがとうございました。 

○ 両角智男会員の事業所の電話・FAXの番号が次のとおりに変更となっております。 

電話：75-2820 FAX：75-2822（メールアドレスの変更はありません） 

○ ガバナー補佐よりポリオ撲滅チャリテイーゴルフ大会の協賛金の依頼が来ています。協賛いただける方は名簿に〇を付

けて次回例会時に協賛金を持参してください。（領収証を用意いたします）また、ゴルフ参加の受付も次回例会までとな

ります。 

○ 今後の予定 

9月 10日（火） 通常例会 

長野県チャイルドライン推進協議会 

事務局長 宮澤節子様卓話 

9月 16日（月） カーブミラー清掃 午前 9：00集合 

9月 17日（火） 指定休日 

9月 21日（土） 諏訪グループ新会員セミナー 

9月 24日（火） 移動例会 

公立諏訪東京理科大学見学 

10月 6日（日） ポリオ撲滅チャリテイーゴルフ大会 

10月 27日（日） 地区大会 

◼ 出席報告・ニコニコＢＯＸ 出席 29名（出席率 76.0%） ニコニコボックス 18名より 97,510円 

小笠原弘三君「皆さんのご協力ありがとうございました」 

両角匠一君「結婚記念日として」 

茅野益実君「もう 70歳になってしまいました」
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◼ 今月の誕生日 茅野益実君  大石壮太郎君 

◼ 今月の結婚記念日 田中信彦君  両角匠一君 

◼ 例会プログラム 第 2600地区職業奉仕委員会 田中信彦委員 

職業奉仕について 2 月 23 日に松本大学にて第 2600

地区第 1回チーム形式セミナーが開催され大石君と 2名

で参加し、その後 4月 7日に同じく松本大学で地区研修

協議会が有り前会長、幹事、委員長が参加している。7

月 14日に松本商工会館にて第 1回職業奉仕委員会が

開催された。職業奉仕の手引きが有るのでそれに沿って

自身も含め皆さんと一緒に勉強をして行きたいと思いま

す。ロータリーの目的が 4 つ有りまず一つ目が「知り合い

を広める事によって奉仕の機会にする事」二つ目に「職

業上の高い倫理的基準を持ち役立つ仕事は全て価値あ

るものと認識し社会に奉仕する機会としてロータリアン各

自の職業を高潔な物にする事」三つ目に「ロータリアン一

人ひとりが個人として事業及び社会生活に於いて奉仕の

理念を実践する事」四ツ目「奉仕の理念で結ばれた職業

人が世界的なネットワークを通じて国際理解、親善を推

進する事」ですが、この中で二つ目が職業奉仕委員会の土台と成っている。今年度の職業奉仕員会の目的は「ロータリー

活動の根幹をなす職業奉仕の理念を会員とともに考え理解を深めて行く、互いの職業から学び提供しロータリーの魅力を

高める」です。11月 30日に松本で「職業奉仕セミナー」が開催されますので出席をお願いします。 


